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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】早産児は TSH上昇を伴わない一過性甲状腺機能低下症を呈し、また早産児の神経発達予後は
在胎週数が関連している。甲状腺ホルモンは中枢神経発達に重要なホルモンであるため、早産児の甲
状腺機能低下症は神経発達予後を悪化させる可能性がある。しかしながら、早産児に対する甲状腺ホ
ルモン補充療法の効果に関しては未だ結論が出ていない。この問題を解決するために、我々は、超低
出生体重児における甲状腺機能と甲状腺ホルモン補充療法の効果に関して調べた。 
【方法】超低出生体重児 36名における血清 FT4および TSH値を日齢７より測定した。低サイロキシ
ン血症(FT4値＜0.4ng/dl)を呈した児、もしくは臨床的に甲状腺機能低下症状を認めた児、計 18名
に対して、甲状腺ホルモン補充療法(5-10μg/kg/day)を行った。低サイロキシン血症を呈さず臨床的
に甲状腺機能低下症状を認めなかった残りの 18名を対照群とした。修正 12か月までフォローアップ
を行い、甲状腺ホルモン補充群と非補充群における臨床経過と、発達指数と頭部 MRI検査を用い神経
発達予後について比較検討した。 
【結果】超低出生体重児の甲状腺機能について、TSH上昇を伴わない一過性低サイロキシン血症を認
めた。甲状腺ホルモン補充群は、非補充群より在胎週数が有意に未熟であったが、修正 12か月にお
ける神経発達予後に関して有意差を認めなかった。 
【結論】未熟な在胎週数と低サイロキシン血症に関連があることが分かった。在胎週数が未熟である
ほど神経発達予後は悪化することが知られている。TSH上昇を伴わない一過性甲状腺機能低下症を呈
する超低出生体重児に対する甲状腺ホルモン補充療法は、神経発達予後の悪化を防ぐと考えられた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
早産児は TSH上昇を伴わない一過性甲状腺機能低下症を呈し、また早産児の神経発達予後は在胎週数
が関連している。甲状腺ホルモンは中枢神経発達に重要なホルモンであるため、早産児の甲状腺機能
低下症は神経発達予後を悪化させる可能性がある。しかしながら、早産児に対する甲状腺ホルモン補
充療法の効果に関しては未だ結論が出ていない。この問題を解決するために、本研究は超低出生体重
児における甲状腺機能と甲状腺ホルモン補充療法の効果に関して調べた。 
 超低出生体重児 36名における血清 FT4および TSH値を日齢７より測定した。低サイロキシン血症
(FT4値＜0.4ng/dl)を呈した児、もしくは臨床的に甲状腺機能低下症状を認めた児、計 18名に対し
て、甲状腺ホルモン補充療法(5-10μg/kg/day)を行った。低サイロキシン血症を呈さず臨床的に甲状
腺機能低下症状を認めなかった残りの18名を対照群とした。修正12か月までフォローアップを行い、
甲状腺ホルモン補充群と非補充群における臨床経過と、発達指数と頭部 MRI検査を用い神経発達予後
について比較検討した。 
 超低出生体重児の甲状腺機能について、TSH上昇を伴わない一過性低サイロキシン血症を認めた。
甲状腺ホルモン補充群は、非補充群より在胎週数が有意に短かったが、修正 12か月における神経発
達予後に関して有意差を認めなかった。 
 在胎週数が短いほど神経発達予後は悪化することが知られているが、短い在胎週数と低サイロキシ
ン血症に関連があり、TSH上昇を伴わない一過性甲状腺機能低下症を呈する超低出生体重児に対する
甲状腺ホルモン補充療法が、神経発達予後の悪化を防ぐと考えられた。 
 本研究は、超低出生体重児の甲状腺ホルモン補充療法が神経発達の予後を改善する可能性を明らか
にしたものであり、超低出生体重児の甲状腺機能低下症における病態解明と治療法の向上に寄与する
点が大であると考えられた。よって本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定
された。 
 
 
 
 
